
〈ね
〉

天
竜
川
電
力
が
、
天
竜
川
本
流

で
最
初
に
造
っ
た
発
電
所
。
下
流

J 11に
村計
葛画
島さ
)れ
のた
工南主
事向主
用発
電電
源所
を(
確中

大久保発電所

保
す
る
た
め
、
一
九
二
六

(大
正

十
五
)
年
十
一
月
か
ら
、
二
七

(
昭
和
二
)
年
九
月
に
か
け
、
わ

ず
か
十
カ
月
で
完
成
さ
せ
た
。

発
電
所
の
落
差
は
五
・
七

M
と

低
い
。
上
流
三
百
七
十
六

M
に
あ

る
大
久
保
ダ
ム
で
天
竜
川
を
せ
き

止
め
、
多
量
の
水
の
水
圧
を
利
用

し
て
発
電
。
四
台
の
水
車
が
回
転

し
、
発
電
し
た
千
五
百
穏
を
上
伊

天
竜
川
本
流
で
の
第
1
号

〈駒ケ根市東伊那〉

天竜川本流で、最初の発電所となっ
た大久保発電所=駒ケ棋市東伊那で

那
地
域
の
家
庭
や
工
場
に
送
っ
て

い
る
。

大
久
保
発
電
所
は
、
福
沢
諭
吉

の
娘
婿
で
、
現
在
の
中
部
電
力
や

東
邦
ガ
ス
な
ど
を
設
立
し
た
実
業

家
・
福
沢
桃
介
が
手
が
け
た
。
福

沢
は
「
日
本
の
電
力
王
」
と
呼
ば

れ
、
天
竜
川
水
系
で
は
、
泰
阜
村

の
泰
車
ダ
ム
な
ど
の
電
源
開
発
を

行
っ
た
。
同
発
電
所
は
現
在
、
中

部
電
力
が
管
理
し
て
い
る
。

発
電
所
の
あ
る
駒
ケ
根
市
東
伊

那
は

「竜
東
」
と
呼
ば
れ
、
中
央

ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
が
一
望
で

き
、
気
候
が
穏
や
か
な
土
地
柄
。

発
電
に
利
用
さ
れ
た
流
水
が
、
陽

光
に
反
射
し
て
き
ら
め
い
て
い

た
。

(
札
木
良
)
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